
1

大阪湾ブルーカーボン生態系アライアンスの活動内容

2024年5⽉

～大阪湾ブルーカーボン生態系アライアンス（МOBA） スタートアップミーティング(R6.5.8)～

資料１



・ 2030年度大阪湾のМОＢＡ拠点整備及び活動活性化（SDGｓ・ネイチャーポジティブ（自然再興)等に貢献）
 大阪湾奥部の藻場等再生・創出適地に新たな拠点を創出
 大阪湾全体における藻場・干潟等の再生・創出の取組の活性化

・ 2050年度 大阪湾МОＢＡリンク構想の実現（カーボンニュートラル等に貢献）
 藻場形成拠点から藻場のタネ（胞子）が拡散して藻場が拡大し、大阪湾奥部のミッシングリンク解消

⼤阪湾におけるブルーカーボン⽣態系（藻場・⼲潟）のミッシングリンクとなっている
湾奥部（⾙塚市〜神⼾市東部）における創出や、湾南部や⻄部における保全・再⽣を
⼤阪・関⻄万博を契機として、⺠間企業や地域団体等と連携して加速化することにより、
⼤阪湾沿岸をブルーカーボン⽣態系の回廊（コリドー）でつなぐ構想

大阪湾МОＢＡリンク構想

万博会場
（夢洲）

関西国際空港

藻場の創出
ミッシングリンクをつなぐ

大阪湾MOBAリンク構想とは

海草（うみくさ）藻場 海藻（うみも）藻場 干 潟

構想実現への道筋
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ブルーカーボン
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大阪湾のブルーカーボン生態系（MOBA設立の背景・趣旨）

情報発信が限定的

藻場の再⽣・創出活動の活性化には
⺠間企業や府⺠等の理解促進が必要
だが、藻場や⼲潟は海⾯下にあり、
直接⾒られず、情報発信も個別に⾏

われており、限定的

多様な主体による連携
の場がない

各地で各主体が個別に活動しており、
課題解決や新規創出に向けて、担い
⼿、⽀援者、場の提供者が連携する

プラットフォームがない

藻場の再⽣・創出への
参画が限定的

⼤阪湾の藻場は、湾奥部は消失し、
湾の南部や⻄部は減少しており、藻
場の再⽣・創出の促進に向けては、
参画主体を拡⼤する必要がある

❶大阪湾の取組みに関する情報発信強化

➋多様な主体が気軽に参加し、連携できるプラットフォームの構築

大阪湾ブルーカーボン生態系アライアンス（MOBA）の設立
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大阪湾ブルーカーボン生態系アライアンス（ＭＯＢＡ）

活動内容

事務局

大阪府（環境保全課）と兵庫県（水大気課）の共同設置

 令和６年１月24日に、「大阪湾MOBAリンク構想」の実現に向けて、大阪府と兵庫県が連携して大阪湾
ブルーカーボン生態系アライアンス（MOBA）を設立。（大阪府知事・兵庫県知事の記者会見で発表）

• 会員のブルーカーボン生態系の創出等の取組活性化

• 情報発信・普及啓発・理解促進の一元的な展開

• 会員の連携による新たな創出等の検討・支援

• 藻場創出等が生物多様性等へ及ぼす効果把握 等

構 成
大阪湾における藻場等の創出意欲のある民間企業、団体、大
学、自治体等（令和６年４月22日現在・53団体）

知事記者会見の様子
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大阪湾ブルーカーボン生態系アライアンス（МОＢＡ）
＊Members of the Osaka bay Blue carbon ecosystem Alliance

名 称



⼤阪湾ブルーカーボン⽣態系アライアンス（МОＢＡ） 〔具体的な活動内容〕

情報発信・普及啓発・理解促進
の一元的な展開

ブルーカーボン生態系の創出等

の取組活性化

会員同士のマッチング

による「新たな」創出等

藻場創出等が

生物多様性等へ及ぼす効果把握

● 大阪湾ブルーカーボン生態系アライアンス （MOBA）

の名称での統一的な発信

● 顕彰制度（例：全国海の再生・ブルーインフラ賞）

の奨励

● 大阪・関西万博の民間パビリオン等での情報発信 等

● 藻場の再生・創出を行う事業者等の希望に

応じて意見交換を実施し、既存の取組みを拡充

等

● アライアンス会員同士が連携し、新規の藻場

再生・創出プロジェクトを企画・立案

等

● 藻場の再生・創出が生物多様性や水質改善等に

与える効果を確認

等
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大阪湾ブルーカーボン生態系アライアンス（МОＢＡ） （令和６年4月３０日現在・5４団体）
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(民間事業者） (団体等）

 Canopy Blue Japan  岡部株式会社  大阪府漁業協同組合連合会

 三洋テクノマリン株式会社  株式会社神戸製鋼所  一般社団法人スマートな島ぐらし推進協議会

 株式会社ダイフク  沖電気工業株式会社  一般社団法人大阪湾環境再生研究・国際人材育成コンソーシアム・コア

 広和株式会社  株式会社イノカ  兵庫県漁業協同組合連合会

 株式会社フィッシングマックス  共英製鋼株式会社  特定非営利活動法人大阪海さくら

 日鉄神鋼建材株式会社  海洋土木株式会社  特定非営利活動法人海プラスSOU

 オールサム有限会社  東亜建設工業株式会社  貝殻利用研究会

 株式会社 東京久栄  株式会社日立製作所  一般社団法人ブルーオーシャン・イニシアチブ

 株式会社 シャトー海洋調査  株式会社朝日テック  一般社団法人 須磨里海の会

 マルワズ貿易株式会社  株式会社メディアクト  一般社団法人マリンハビタット壱岐

 卜部産業株式会社  住友電気工業株式会社
 ジャパンブルーエコノミー推進研究会(BERG)
ブルーカーボン促進のための栄養塩供給管理プロジェクト

 トーカロ株式会社 (教育・研究機関等）

 三井住友海上火災保険株式会社  AQUARIUM×ART átoa

 日本リーフ株式会社  学校法人大阪ECO動物海洋専門学校

 関西エアポート株式会社  大阪公立大学海洋環境学研究室

 横河電機株式会社 (行政関係）

 レンゴー株式会社  環境省近畿地方環境事務所

 深田サルベージ建設株式会社  兵庫県 明石市

 青木あすなろ建設株式会社  大阪府 泉大津市
 日本興業株式会社  大阪府 阪南市
 日本製鉄株式会社  大阪府 岸和田市

 農林中央金庫 （オブザーバー）

 ENEOS株式会社堺製油所  公益社団法人２０２５年日本国際博覧会協会

※各分類においては登録順で掲載しています。



大阪湾ブルーカーボン生態系アライアンス（MOBA）

これまでの活動内容



 令和６年１月24日に、「大阪湾MOBAリンク構想」の実現に向けた大阪湾ブルーカーボン生態系アライア
ンス（MOBA）の設立について、大阪府知事・兵庫県知事の記者会見で発表
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〔令和６年１⽉〕 MOBA設⽴の発表
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〔令和６年１⽉〜〕 大阪府・兵庫県HPで会員⼀覧を情報発信
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〔令和６年１⽉〜〕 会員の皆様による情報発信の例（会員ホームジージから引⽤）

泉大津市 様泉大津市 様

深田サルベージ建設株式会社 様深田サルベージ建設株式会社 様

株式会社ダイフク 様株式会社ダイフク 様

農林中央金庫 様農林中央金庫 様
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〔令和６年３⽉〕 「TEAM EXPO 2025」 共創チャレンジへの登録
 （公社）2025年日本国際博覧会協会が実施している、みんながつくる参加型プログラム「TEAM EXPO 

2025」の「共創チャレンジ」に「大阪湾MOBAリンク構想の実現に向けて」を登録

 MOBAの一環で行うイベント等については、「TEAM EXPO 2025」のイベントのホームページ
（https://team.expo2025.or.jp/ja/event）での情報発信が可能です。ぜひ事務局までご連絡ください

https://team.expo2025.or.jp/ja/event
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〔令和６年３⽉〕 EXPO 2025 グリーンビジョン（2024年版）に掲載
 公益社団法人２０２５年日本国際博覧会協会は、大阪・関西万博の準備、運営を通じて持続可能性の実
現を目指すため、脱炭素・資源循環に関して、大阪・関西万博で目指すべき方向性や核となる対策の候
補等について、EXPO 2025 グリーンビジョン（2024年版）を公表。

 本改訂において、「大阪湾MOBAリンク構想」や本アライアンスに関する記載が追加。


